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2021年 4月 2日
ねん がつ ふつか

聖金曜日・主の受難
せいきんよう び しゅ じゅなん

菊地功大司教 説教
きく ち いさおだい し きょう せっきょう

主イエスが耐え忍ばれたのは、愛する弟子たちによって裏切られ、独り見捨てられたこ
しゅ た しの あい で し うら ぎ ひと み す

とによる心の痛みと苦しみ、そして十字架上での死に至る受難という心と体の痛み
こころ いた くる じゅう じ か じょう し いた じゅなん こころ からだ いた

と苦しみでありました。主イエスのその苦しみを、あらためてわたしたち自身の心に刻
くる しゅ くる じ しん こころ きざ

む今日の典礼は、主の苦しみがわたしたち一人ひとりと無関係なのではなく、まさしく
き ょ う てんれい しゅ くる ひと り む かんけい

わたしたち一人ひとりの罪を背負ったがための苦しみであったことを思い起こすように
ひと り つみ せ お くる おも お

と、招いています。
まね

イザヤは、「彼が担ったのはわたしたちの病。彼が負ったのはわたしたちの痛みであっ
かれ にな やまい かれ お いた

た・・・彼が刺し貫かれたのは、わたしたちの背きのためであり、彼が打ち砕かれたの
かれ さ つらぬ そむ かれ う くだ

は、私たちの咎のためであった」と記していました。
わたし とが しる

人類の救い主である主イエスが、わたしたちの犯した罪と苦しみを背負われて、贖いの
じんるい すく ぬし しゅ おか つみ くる せ お あがな

いけにえとして、十字架の上で命をささげた事実を指摘する、預言者の言葉です。
じゅう じ か うえ いのち じ じつ し てき よ げんしゃ こと ば

わたしたちはミサにあずかるとき、最初に罪のゆるしを願います。それぞれの個別の罪
さいしょ つみ ねが こ べつ つみ

を告白するわけではありませんが、しかしこの時わたしたちは、「兄弟の皆さんに告白
こくはく とき きょうだい みな こくはく

します。わたしは、思い、ことば、行い、怠りによってたびたび罪を犯しました」と言葉
おも おこな おこた つみ おか こと ば

にします。

「思い、ことば、行い、怠り」
おも おこな おこた

わたしたちは心に抱えているさまざまな「思い」に基づいて生きています。自分の生き
こころ かか おも もと い じ ぶん い

る姿勢を定めている心の思い。表に出さず心に秘めている思いで、わたしたちはしば
し せい さだ こころ おも ひょう だ こころ ひ おも

しば神に背を向けてしまいます。
かみ せ む

わたしたちが日々発する「言葉」は、多くの場合、他者との関係の中で口に出る言葉で
ひ び はっ こと ば おお ば あい た しゃ かんけい なか くち で こと ば
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す。わたしたちは、心の思いに促されて発した言葉で、他者を傷つけ、神に背を向け
こころ おも うなが はっ こと ば た しゃ きず かみ せ む

てしまいます。

わたしたちの日々の「行い」も、また、他者との関係の中での行動であり、言葉と同じ
ひ び おこな た しゃ かんけい なか こうどう こと ば おな

ように、善に資することもありながら、やはり他者を傷つけ、神に背を向けることもし
ぜん し た しゃ きず かみ せ む

ばしばです。

そして、わたしたちはなすべきことを意図的にまたは無意識的に「怠り」に任せること
い と てき む い しきてき おこた まか

で、他者を傷つけ、神に背を向けてしまいます。
た しゃ きず かみ せ む

ミサを始めるときに、わたしたちは共同体に対して自らが抱えてきた罪の数々をこの
はじ きょうどうたい たい みずか かか つみ かずかず

言葉によって告げるのですが、そこで告げられたあまたの罪はどうなるのでしょう。
こと ば つ つ つみ

それはまさしく、聖体を拝領する直前に、「神の子羊、世の罪を除きたもう主よ」と唱
せいたい はいりょう ちょくぜん かみ こ ひつじ よ つみ のぞ しゅ とな

えることで、そのわたしたちの犯したあまたの罪を、これから拝領しようとする聖体に
おか つみ はいりょう せいたい

現存される主ご自身が、いけにえの子羊として自ら背負い、取り除いてくださったこ
げんそん しゅ じ しん こ ひつじ みずか せ お と のぞ

とを再確認します。わたしたちがいただく聖体は、わたしたちの罪を背負われた神の子羊
さいかくにん せいたい つみ せ お かみ こ ひつじ

その方であります。
ほう

主イエスが耐え忍ばれた苦しみは、わたしたち一人ひとりと無関係ではなく、わたした
しゅ た しの くる む かんけい

ちの罪の結果であることを、あらためて心にとめましょう。わたしたちに対するあふれ
つみ けっ か こころ たい

んばかりの愛の結果として、ご自分を献げてくださる主の愛に、あらためて感謝したい
あい けっ か じ ぶん ささ しゅ あい かんしゃ

と思います。
おも

この一年、わたしたちは新型コロナ感染症の脅威の前で、立ちすくんでいます。いの
いちねん しんがた かんせんしょう きょう い まえ た

ちの危機から逃れる術をまだ知らず、神に助けを求めています。苦しみに直面してい
き き のが じゅつ し かみ たす もと くる ちょくめん

るわたしたちは、主の十字架での苦しみから何を学ぶことができるのでしょうか。
しゅ じゅう じ か くる なに まな

教皇フランシスコは、2016年 3月 19日に発表された使徒的勧告「愛のよろこび」発表
きょうこう ねん がつ にち はっぴょう し と てきかんこく あい はっぴょう

から今年で 5 年となることを記念し、この使徒的勧告「愛のよろこび」についての考察
こ とし ねん き ねん し と てきかんこく あい こうさつ



- 3 -

を、特に「家庭」に焦点を当てて考え深める特別年の開催を布告されています。
とく か てい しょうてん あ かんが ふか とくべつねん かいさい ふ こく

教皇様は、感染症の拡大という現在の困難な時にこそ、キリスト教的家庭の姿を真
きょうこうさま かんせんしょう かくだい げんざい こんなん とき きょうてき か てい すがた しん

の「善き知らせ」として示すべきだと強 調されています。また教皇様は、現実社会に
よ し しめ きょうちょう きょうこうさま げんじつしゃかい

はさまざまな形態の家庭があり、困難を抱える家庭や分裂した家庭が多く存在すること
けいたい か てい こんなん かか か てい ぶんれつ か てい おお そんざい

をよく知った上で、それでも家庭はわたしたちの最も根源的な人間関係を守る存在であ
し うえ か てい もっと こんげんてき にんげんかんけい まも そんざい

り続けるのだと強 調されています。
つづ きょうちょう

この勧告には、次のように記されています。
かんこく つぎ しる

「キリストは、とくに、愛のおきてと他者のための自己犠牲をご自分の弟子たちの明白
あい た しゃ じ こ ぎ せい じ ぶん で し めいはく

なしるしとし、⽗親や⺟親が自らの生活の中でつねづね示している原則を用いて、それ
ちちおや ははおや みずか せいかつ なか しめ げんそく もち

を示しました。それは、『友のために自分のいのちを捨てること、これ以上に大きな愛
しめ とも じ ぶん す い じょう おお あい

はない』ということです。愛はまた、あわれみとゆるしとなって実を結びます。（27）」
あい み むす

家庭における互いの関係の中に、イエスのあわれみとゆるし、そして自己犠牲の生き方
か てい たが かんけい なか じ こ ぎ せい い かた

が明確に示されており、その姿を通じて、福音を告げしらせることが出来るのだという
めいかく しめ すがた つう ふくいん つ で き

指摘です。
し てき

十字架上で苦しみの中にある主イエスの傍らには、⺟マリアと愛する弟子が立ってい
じゅう じ か じょう くる なか しゅ かたわ はは あい で し た

たと、受難の朗読に記されていました。
じゅなん ろうどく しる

苦しみの中でいのちの危機に直面していても、主イエスは、⺟への配慮を忘れません。神
くる なか き き ちょくめん しゅ はは はいりょ わす かみ

の愛そのものである主の心は、⺟に対するいつくしみと思いやりにあふれています。
あい しゅ こころ はは たい おも

「婦人よ、ご覧なさい。あなたの子です」と⺟マリアに語りかけ、愛する弟子ヨハネが代表
ふ じん らん こ はは かた あい で し だいひょう

する教会共同体を、聖⺟にゆだねられました。またそのヨハネに「見なさい。あなた
きょうかいきょうどうたい せい ぼ み

の⺟です」と語りかけられて、聖⺟マリアを教会の⺟と定められました。
はは かた せい ぼ きょうかい はは さだ

十字架上の苦しみの中でイエスがあかしされたのは、まさしく「愛のおきてと他者の
じゅう じ か じょう くる なか あい た しゃ
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ための自己犠牲」が「ご自分の弟子たちの明白なしるし」である事実でありました。
じ こ ぎ せい じ ぶん で し めいはく じ じつ

十字架は、弟子であるわたしたちにどのような生き方をするべきなのかを、明確に示し
じゅう じ か で し い かた めいかく しめ

ています。わたしたちのすべての罪を背負われてあがなってくださった主イエスの愛に応
つみ せ お しゅ あい こた

えるために、わたしたちは「愛の掟と他者のための自己犠牲」をあかしする者とならな
あい おきて た しゃ じ こ ぎ せい もの

ければなりません。その模範は、聖⺟マリアを⺟としていただく教会共同体という家庭
も はん せい ぼ はは きょうかいきょうどうたい か てい

の中で、わたしたちにすでに示されています。
なか しめ

困難な状 況の中にいるから今だからこそ、愛といつくしみをわたしたち自身が身に帯
こんなん じょうきょう なか いま あい じ しん み お

びて、他者のための自己犠牲のあかし人となる道を模索しましょう。十字架上の苦し
た しゃ じ こ ぎ せい じん みち も さく じゅう じ か じょう くる

みにあってさえも、「愛のおきてと他者のための自己犠牲」をあかしされた主イエスに倣
あい た しゃ じ こ ぎ せい しゅ なら

い、愛といつくしみに生きるものとなりましょう。
あい い


